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方 法

被験者
成人8名 （男性2名，女性6名．平均年齢：19±0.6歳）

測定機材
・エコー装置

・3D足型測定器

・足圧板

測定試技
全ての試技は安静立位で測定された



方 法
トレーニング方法
1）50回足踏み，2）片脚立ち（両脚それぞれ）30秒以上

※これら1），2）を毎日，1日1回以上，30日間実施した．



方 法

エコー装置を用いた測定
アキレス腱

深部腱膜

ヒラメ筋筋 束

羽状角

＊ヒラメ筋部：筋束の長さ，羽状角を計測した



方 法

3D足型測定器を用いた測定

＊インステップガース，踵骨角度，接地面積
内・外踏まず長を計測した



方 法

足圧板を用いた測定

＊最大値，最大値出現場所，検知面積を計測した



結果と考察
・ヒラメ筋部 ⇒ 変化なし

・３D足型 ⇒ インステップガース 増加
踵骨角度 低下
接地面積 低下
内・外踏まず長 増加

・足 圧 ⇒ 最大値出現場所が踵へ移行

エコー装置による測定から筋部における変化は確認できなかった
が，3D足型測定からインステップガース，踵骨角度，接地面積，
内・外踏まず長の変化がみられ，足圧測定では最大値出現場所が
踵部へ移行されていることを確認した．
踵骨角度が低下したことは，地面と下肢部における位置関係（踵骨から膝

への垂線）が直角になったことを意味する．つまり立位時に，より直線的に
立位を保持できるようになったものと考えられる．また，インステップガー
ス長の増加と内・外踏まず長の増加は，より安定性を求めた足部の形態的変
化を引き起こされたものと考えられる．さらに接地面積の低下と足圧におけ
る最大値出現場所が踵へ移行したことは，より効率的に体重を支え安定させ
るものに変化したと考えられる．

トレーニング前 トレーニング後



まとめ

ジリリタ社製スラックレールを
用いて1ヶ月間トレーニングするこ
とは，足部の形態的変化を引き起
こし，より効率的な立位姿勢を獲
得するものと考えられた．
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